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野立て太陽光発電所（９ヶ所）

営農型太陽光発電所（11ヶ所）

単独所有

藤棚式営農ソーラー（２ヶ所）

垂直営農ソーラー（２ヶ所）

回転直立営農ソーラー（３ヶ所）

垂直営農フェンスソーラー（１ヶ所）

営農可動式ソーラー（１ヶ所）

共同所有（みやぎ生協・ISEP）４MW

2020 〜 2022年

2020年

2022, 2024年

2024, 2025年

2025年

2025年

二本松市民A,Bが耕作

二本松市民Cが耕作

福島市民A,B,Cと
Sunshineが耕作

2021年 二本松市内農業法人Sunshineが耕作

共同所有（二本松有機農業研究会）農家自家消費PPA（１ヶ所）
2026年5月竣工予定
二本松市民Eが耕作

2020年〜

運営発電所模式図







共同事業者

二本松ご当地エネルギーをみんなで考える株式会社（共同事業者）
2018年に市民有志5名によって設立。現在までに野立て太陽光発電所１１か所、営農型太陽光発電所を
１１か所運営している。日本で初めての垂直営農ソーラーを2022年3月に設置した他、社債発行により
市民・企業からの資金調達をすすめるなど、営農ソーラーのイノベーターとして積極的に活動している。

みやぎ生活協同組合（共同事業者）
1982年設立。宮城県仙台市に本部を置く、購買・共済・子育て・環境など多岐にわたる事業を展開す
る生活協同組合。近年では、取り組みの一環として再生可能エネルギー発電所に出資又は融資を行い、
その再エネ電力を調達・購入し、みやぎ生協の事業所で使用することでRE100（CO₂排出ゼロ）の推進
を目指している。

特定非営利活動法人環境エネルギー政策研究所（共同事業者）
持続可能なエネルギー政策の実現を目的として、政府や産業界から独立した第三者機関として2000年9
月に設立された。震災前から全国各地の地域主導の再生可能エネルギー事業をサポートしている。今回
の営農ソーラーにおいても、これまでの知見を活かし、開発のコンサルティングに携わった。

株式会社Sunshine（共同事業者）
2019年設立。二本松営農ソーラー株式会社が運営する営農型発電所のもとで、営農を行う農業法人。
営農型太陽光発電所の畑では、シャインマスカットなどのブドウや有機エゴマ、グラスフェッドビーフ
の自然放牧を行い、学生インターンシップや県外からの営農サポーターの受け入れも行っている。



事業の全体スキーム

二本松営農ソーラー
DC: 3,938kW AC1,930kW

営農契約

FIT電気

農産物販売
苗木ネーミングライツ販売

視察案内

賃貸借・地上権契約

出資・運営
（3社による）

東北電力
ネットワーク㈱

共同事業者（農地所有・営農）

パートナーシップ協定

災害時の電力供給、再エネ推進、開発協力

生活協同組合
消費者・サポーター・農家・行政・マスコミ

笹屋発電農場

共同事業者

・この設備がフラッグシップ
となり、周辺に数種類の
営農ソーラー設備が誕
生
・耕作放棄対策、新規
就農者初期所得対策に
も貢献
・森林整備など関連雇
用も創出



様々な種類のソーラーシェアリング

垂直型

頭上型

可動型
（日射制御）

フェンス
日よけ型



エネルギー地産地消の経営

地消
 ・電気の地消まで到達していない。
 ・RE100企業とPPA契約を締結



映画『陽なたのファーマーズ』2025.9.6より全国で公開
2026.1.5より自主上映開始 https://hinata-movie.com









ぶどう棚の下で話すこと

１・新規就農者の所得補助になること（後継者育成費）

２・適度な日陰＜２５−４５％の遮光率＞が
農作物、家畜に好影響を与えること（感覚値大事）

３・農業施設の初期投資が抑えられること
200万円／10a → 50万円／10a （1/4）



福島県の農家の３件に１件がソーラーシェアリングに取り組み、県の農地

全体の５％をソーラーシェアリングにすれば県内電気需要の３０〜４０％

が賄えるようになります。

福島県のソーラーシェアリングの実績と将来像



福島県の農地面積：137,300ha
現在のAPV面積    ：        37ha(0.024%)
将来のAPV面積    ：    6,865ha(5%)
農業ハウス面積    ：    2,746ha(2%)



ソーラーシェアリングは

質と量を同時に伸ばし主力時代へ
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